
感染症（PT）   

ウイルス啓染  ProMED－  
mai120081028．3409  

CDC／MMl〃R200臥  
57：1145－1148  

Transfusion2008：  
48・1520－1521  

細菌感染  

細菌感染  
一  

青葡頁落成雇薩示王東面東嶺夢症石ラ音義官許が㌻瓦析 板輸血と続いて赤血球l単位の輸血を受けた。40分後 に39 
．6Dcの発熱、硬直、背部痛、低血圧および低酸素症  

を呈し、輸血は中止された。患者は抗菌剤による治療で  
回復した。患者の血液および赤血球／くッグの残存物から  
Streptococcuspneumoniae血清型4が検出された。赤血  
球輸血によるSpneurnoniae啓染の初めての症例である。  

減量法として両耳の上部耳介軟骨に置き鍼治療  
（Stap＝ng）を受けた16歳の女性が、2週間後に左耳の鍼  
周囲の紅斑および圧痛を呈した。膿瘍ドレナージ検休の  
培養および感受性試演の結果、両耳で著しい緑膿菌の  
生育が認められた。21日間の経口シプロフロキサシン投  
与により回復した。外耳軟骨は、血流に乏しく特に感染し  
やすい。耳鍼が危険な緑膿菌感染を起こす可能性がある  
ことを医師は認識するべきである。  

細菌感染  AmJJnfectContro1  

2008こ36：602  

化学的または光化学的遺伝子修鰍こ基づいた血液製剤  
中の病原体不活化（PI）は広範囲のスペクトルの予防的ア  
プローチである。溶媒界面活性剤（SD）およびメテレンブ  
ルー法は欧州の多くの国で使われている。アモトサレン  
（Intercept）、リボフラビンを用いた新しい方法が導入され  

ている。リボフラビン、∪∨および可視光線を用いる血小板  
（PC）、血祭および赤血球のためのPI法が開発中である。  

感染  Vox Sang川nis  

2008：95（Supplり．  

2A－SOl－02  

アモトサレンと紫外線A波で光化学処理した血小板  
（PCT－PLT）の輸血に関連する有害事象を調べるために  
能動的血液安全監視プログラムを実施した。患者1400名  
に7437件のPCT－PLTが輸血され、その内、68件が有害  
事象と関連付けられた。PCTLPLT輸血に関連した急性輸  
血反応は発現頻度が低く、ほとんどが軽度であった。   

感染  Vox Sanguinis  
2008：94．315－323  
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感染症（PT）   

ブルセラ症  

出典  

C“nInfectDis  

2008：46：e13卜136  

概要   

一‾  
慧髄ブル革亨症恵著5至高方面議諸所お扁㌫忘盲再真  

の存在をRTPCR法により調べた。その結果、治療終了時  
では87％、治療完了後6ケ月では77％、治療後2年を過ぎて  
も70％の患者で、無症候性であるにもかかわらず、  
Brucel霊aDNAが検出された。適切な治療を行い、回復し  

たように見えても、BrucellaDNAは存続する。ブルセラ菌  

は除去不可能な持続性の病原体である。  

サルモネラ  
CDC2008年7月8日  CDCは関係機関と協力して複数の州で発生したサルモネ  

ラ血清型セントポールのアウトブレイクを調査している。生  
のトマトの摂食が原因と考えられている。2008年4月以降  
2008年7月7日までに、米国の41の州、ワシントンD．C．およ  
びカナダで991名の患者が同じ遺伝子パターンのサルモ  
ネラ血清型セントポールに感染したことが確認された。  

バベシア症  
‾‾‾‾‾  

東面亭南葡ぞほ葡な葡瓦だま右左考えち高石盲；㍍；㌫  

microti感染症例の報告である。61歳の女性患者で、赤血  
球輸血後、吐き気と発熱を訴え、敗血症の症状を呈し、死  
亡した。血液塗抹棟木で赤血球の5－15％にトロフォゾイ  
ト（栄♯体）があった。患者血液検体中でBabesiaは形態  
学的に確認され、PCRでB．microt】陽性であった。輸血さ  
れた製剤の供血者のうち1名がB．microtj陽性であった。  

American Society 
for Microbiology 
lO8th General  
Meeting2008年6  

月1－5日、Boston  

アメリカ・トリパ ノソーマ症 ■  
米国で全供血者を対象にした丁鴎anosomaCnjZi検査が  
導入された2007年1月30日以降、最初の10ケ月間、供血  
看の調査を行った。適合供血のうちEUSA法で反復陽性  
（RR）となったのは0．013％（90／651471）で、そのうちRIPA陽  

性は34％（28／82）で、陽性確認率は0．0043％であった。全供  

血のスクリーニングは費用対効果が低く、出生地と初回  
供血者に絞った対策の検討が示唆された。  

2008：95（Suppl．り：  Vox Sanguinis  39  

アメリカ・トリパ ノソーマ症  
スペイン、カタルーニヤ血液銀行は、高リスク供血看にお  
けるシヤーガス病スケノーニング計画を実行し、供血看集  
団でTrypanosornacruzi（T．cruzi）感染の血清学的陽性率  
を調査した。その結果、全体の陽性率は0．62％（1770名中  
11名）で、最も陽性率が高かったのはボリビア人であった  
（10．2％）。陽性者‖名中l名は、シヤーガス病流行地域に  

数年間滞在したことのあるスペイン人であった。非流行国  
の高リスク供血看にTcruziスクリーニング検査を実施す  
る必要性がある。   

Transfusion2008：  

48：1862－1868  
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概要   

■－－－－一一－一一一一－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－一一一一－－－－一一一－－－－－－－－－－－－－‾■■‾‾‾ リーシュマニア症は生物媒介性疾患で、南ヨーロッパに定  

着しており、毎年700例近〈、トルコを含めると3950例のヒ  
トでの賠染が報告されている。無症候症例は臨床症例の  
30～川0倍とみられ、また飼い犬の血清陽性率は25％と推  
定される。薬剤耐性Leishmaniainfantumがイヌを介して拡  
大するおそれもある。全ヨ一口ツ／ルベルでの研究が必要  
である。  

出典  

EmerglnfectDis  
2008：14：1013－  

1018  

啓染症（PT）   

原虫感染  

2007年にマレー半島でフィンランドの旅行者が、通常はサ  
ルにおけるマラリアの原因となる二日熱マラリア原虫に懸  
染した。二日熟マラリア原虫はヒトマラリアを引き起こす第  
5のマラリア原虫種として確立された。この疾病は生命を  
脅かす危険があり、臨床医と臨床検査技師は旅行者にお  
いてこの病原体を更に注意すべきである。  

マラリア  
2008．14．1434  EmergInfectDIS  1436  

ネコノミが媒介するRICkettsiafeIis啓染症のt：ト症例は世  

界中で報告されている。症状は発疹熱やデング熱などに  
類似しており、実際よりも少なく推定されている可能性が  
高い。ヒトの健康を脅かす感染症として今後調査が必要  
である。  

リケッチア症  
2008：14：1019－  EmerglnfectDis  1023  

1998～2005年に香港の公立病院に入院したデング確定  

患者全員の医療記録をレトロスペクティブに検討した。  
126例中123例（98チり力くデング熱、3例（2％）がデング出血熱  
であった。1例が輸血により感染したデング熱であった。  
116例が輸入症例、10例が地域症例であった。デングウイ  
ルス1型が最も多く、次に2型、3型、4型の順であった。死  
亡例はなかった。発熱、皮疹を呈し、血小板減少などを示  
す渡航歴のある患者には鑑別診断にデング熱を含める  
べきである。   

文献および未発表データから、ラテンアメリカやカリブ海  
地域のウエストナイルウイルス（WNV）感染の現状をまとめ  
た。WNV感染は2001年にCayman諸島とFloridaKeysの住  
民で見られ、2002～2004年にジャマイカ、メキシコなど周  
辺地域で動物や鳥類での感染が確認されている。しか  
し、疾患報告数は少ない。この不可解な熱帯生態系での  
ウイルス減弱または他の可能性を検討するためには分離  
株が必要である。   

デング熱  HongKongMedJ  
2008：14：170←177  

ウエストナイル ウイルス  
Rev Panam SaLud  

PubIica2006：19ニ  

112－117  
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感染症（PT）   

ウエストナイル  
ウイルス  

出典   

ABC Newsletter  
No．38 2008年10月  
17日  

概要   

2008年9月に、イダノアで何年かぶりにヒトのウエストナイ  

ルウイルス（WNV〉脳炎が2例報告された。1例日は  
Fe汀araとBolognaの聞に住む80歳代の女性、2例日は  
Ferraraに住む60代後半の男性であった。また、ウマ6頸と  
トリ13羽でWNV審染が確認された。WNV髄膜脳炎の積極  
的サーベイランスプログラムが開始され、当該地域で供  
血者スクリーニング用NATが導入された。また、当該地域  
に1日以上滞在したことのある供血者を28日間供血延期  
する措置がとられた。  

コンゴ・クリミア 出血熱  2008年7月7日、トルコのBursa、CanakkaleおよぴSamsun  
の病院でダニ媒介性疾患であるクリミア■コンゴ出血熱に  
より3名が死亡し、この2ケ月での死者数は37名となった。  

保健省はダニに注意するよう呼びかけ、唆まれた場合は  
決して手でつぶさずに、医師にピンセットで注意深く取り  
除いてもらい、ヨードで消毒することを推奨している。  

ProMED－  

mai120080709．2092  

パルボウイル ス  
大阪における1997－1999年の献血者979052名中102名が  

ヒトパルボウイルスB19感染者であった。819感染者のう  
ち20名のB19DNA、IgGおよぴIgMを長期間フォローアップ  
したところ、B19持続感染が観察されたが、β19感染の症  
状を報告した者はいなかった。B19急性啓染後の血祭ウ  
イルスカ価は約1年で101∪／mL未満、約2年で10】IU／mL  
未満まで下がることが示された。  

Transfusion2008：  

48：1036－1037  

ハンタウイルス  
スウェーデンにおけるPリリmalaウイルスの予期せぬ大規  

模アウトブレイクにより、2007年の∨占ste舟（直en地方の流  
行性腎症患者の数は100．000人当り313人に至った。筈歯  
類の増加の他、気候温暖化および地表を覆う積雪の減少  
により、ウイルスを媒介するハタネズミの活動が活発だっ  
たことが、当核アウトブレイクの一因であろうと考えられ  
る。  

EmergInfectDis  
2008：14：808－810  

ウイルス感染  オーストラリア鋸sbaneの動物病院のスタッフが致死性の  
ヘンドラウイルスに感染した。看護師1名と獣医1名が、感  
染したウマ教頭を治療後、怒染した。前回のアウトブレイ  
クは1994年で調教師1名とウマ14頸が死亡した。同ウイル  
スがヒトヒト感染するとのエビデンスはなく、拡大する危  
険性はない。   

ProMED－  

mai120080720．2201  
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感染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

概要   

国立プリオン病病因調査センターの患者11名（平均発症  
年齢62歳）を調べたところ、海綿状変性の型、PrP免疫染  
色パターンおよぴマイクロプラークの存在が、既知のプリ  
オン病とは異なり、通常の方法では典型的なプロテアー  
ゼ抵抗性PrPは検出されなかった。我々はこれらをプロテ  
アーゼ感受性プリオン病（PSPr）と名付けた。PSPrは、プ  
リオン病の中では稀ではなく、我々のデータが示すよりも  
さらに多い可能性がある。  

出典  

Ann Neuro12008：  
63：697－708  

CJDサーベイランス委員会による調査では1999年4月か  
ら2008年2月までの9年間に日本国内で1069例がプリオン  
病と判定された。うち孤発性CJDが821例（76．89b）、遺伝性  
プリオン病が171例（160％）、硬膜移植後CJD74例（69％）、  

変異型CJDl例（0．1ワ。）、分類不能2例（0．2％）であった。日本  

のプリオン病剖検率は欧米諸国より著明に低かった。孤  
発性CJDの病型は欧米に比べMM2型が多かったが、非  
典型例が多く剖検されている可能性が考えられた。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

2008年プリオン研  

究会 2008年8月  
29－30日  

オーストリアの39歳男性が感覚異常などの神経症状で入  

院後、急速に悪化し、4ケ月後に死亡した。組織学的検査  
で海綿状変化、神経細胞脱落及びグリオーシスが、免疫  
組織化学的検査でびまん性シナブティックな異常プリオン  
の沈着が見られ、CJDと診断された。また患者のPRNPは  
129Met－Metであった。患者は22年前まで死体由来のヒト  
成長ホルモン（hGH）製剤治療を受けており、医原性リスク  
が認められるため、孤発性若年性CJDの可能性も否定で  
きないが、WHO基準により確定医原性CJDと分類された。  

野生型マウスおよぴヒトPrPを発現しているトランスジェ  

ニツクマウスに、輸血関連vcJD感染第1号症例由来の脳  
材料を接種し、輸血によるヒトヒト間の2次蜃染後の  
vcJD病原体の性質について調べた。その結果、潜伏期  
間、臨床症状、神経病理学的特徴およぴPrP聖につい  
て、VCJD（輸血）接種群はvCJD（BSE）接種群と類似してい  
た。VCJD病原体は、ヒトにおける2次感染により、有意な  
変化が起こらないことが明らかとなった。  

クロイツフェル トヤコブ病  
JNeurol Neurosurgg 
Psychlatry2008．  
79・229－231  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

PLoS ONE2008．3．  e2878  

263Kスクレイピーの臨床症状を呈するハムスター22匹の  
尿にTSE感染性があることが示された。これらの動物の  
腎臓と膀胱のホモジネートは20000倍以上希釈してもTSE  
感染性があった。組織学的、免疫組織化学的分析では、  
胃液における疾患関連PrPの散発的な沈着以外、炎症や  
病変は見られなかった。尿中のTS〔感染性が、自然の  
TSEの水平感染に何らかの役割を果たす可能性がある。   

異型ウロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  
2008：14：1406－  EmerglnfectDIS  1412  
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概要   

ヒツジを用いた感染実験において、BSEは36％、スクレイ  
ピーは43％と予想以上に高い輸血伝播率を示した。高い  
伝播率および臨床的に陽性のレシピエントにおける比較  
的短期間の一定した潜伏期間は、血中の感染性力価が  
高いことおよぴTSEが輸血により効率的に伝播することを  

示唆する。血液製剤によるヒトでのvCJD伝播を研究する  
ために、ビソジが有用なモデルであることが示された。  

感染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

出典  

Blood，Prepublishcd  
online2008年了月22  

日  

ウイルス除去膜漉過工程を含んでいる製剤（血液凝固儒  

VlI個子製剤：プラノバ20N漉過、抗HBs人免疫グロブリン  
製剤＝プラノバ35N濾過）について、263K株感染ハムス  
ターより得たSUS処理PrPScを用いて、その除去効果を検  
証した。その結果、SUS処理PrPScは濾過膜の孔径よりも  
小さいにもかからわず、プラノ／く35Nやプラノバ20Nで除去  
された。PrPScが凝集したり、膜へ吸着したためと考えら  
れる。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

2008年プリオン研  

究会 2008年8月  
29－30日 ポスター  
11  

スクレイピー263K感染ハムスター脳乳剤を脳内接種した  

ハムスターにおける血中PrPres経時的変化を追跡したと  

ころ、PK抵抗性3F4反応性蛋白バンドは、感染後4～6遇  
で認められ、10遇ではほぼ消失した。発症末期では血中  
PrPresと見られる蛋白バンドは認められなかった。PrPres  
をマーカーとした血液検査は感染後発症前～発症中期ま  

でに限定される可能性が示唆された。  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

2008年プリオン研  

究会 2008年8月  

29－30日 ポスター  
11. 

非定型BSE（BASE）に感染した水痘候のイタリアの乳牛の  

脳ホモジネートをカニクイザルに脳内棒種した。BASE接  
種サルは生存期間が短く、古典的BSEまたはvCJD接種  
サルとは異なる臨床的展開、組織変化、PrPresパターン  
を示した。感染牛と同じ国の孤発性CJD患者でPrPが異  
常なウエスタンブひソトを示す4例のうち3例のPrPresに同  
じ生化学的特徴を認めた。BASEの霊長類における高い  
病原性および見かけ上孤発性CJDである症例との関連  
の可能性が示唆された。  

米国医師会（AMA）は、男性同性愛行為を行った男性  
（MSM）の供血延期期間を生涯としている連邦の方針を5  
年間に変更することを支持するという声明を採択した。  
AMAはこの新方針をFDAに通告し、この方針を推し進め  
るグループと協力していく。FDAは1977年以降、MSMの供  
血を生涯延期することを血液事業者に要求しているが、  
アメリカ血液センターなどからは反対意見が出されてい  
る。   

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  
PLoS ONE2008：3： e3017  

HⅣ  

No．262008年7月4  

ABC NevJSletter  日  
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米国における／くンデミックインフル工ンザの血液供給に対  

する影響をシミュレーションした。3ケ月間の血液供血量が  
50％減少した場合、血液需要に制限がない場合は在庫の  
ほとんどを使い尽くしたが、血液の使用を必要最低限に  
制限した場合は在庫がなくなることはなかった。  

出典  

Vox S∂nguinlS  

2008：95（Suppl．1）’  

40  

感染症（PT）   

インフルエンザ  

タミフル耐性型の「通常の」季節性インフルエンザが急速  
に拡大しており、南アフリカでは今年の冬（2008～2009  
年）のインフルエンザに効果がないおそれがある。WHOの  
データによると同国でHINl株に感染した107名に関する  

検査の結果、全員がタミフルに耐性の突然変異株を保有  
していた。2008年4月1日から8月20日に南半球の12カ国  
のHINlインフルエンザ感染患者由来検休788例中242例  

（31％）がタミフル耐性に関係があるH274Y突然変異を有し  

ていた。   

出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。  

インフルエンザ  ProM∈D－  

mai120080825 2648 

ウイルス感染  PLoS Pathogens 
2008．4・elOOOO47  

南アフリ九ヨハネスブルグで3名の死者を出したウイルス  

は、暫定的に西アフリカのラツサウイルスに近い、音歯類  
媒介性アレナウイルスであると特定された。国立感染症  
研究所と保健省は共同で、このウイルスが休液を介して  
ヒトからヒトに感染するため、「患者の看護lこ特別な予防  
的措置が必要である」との声明を発表した。3名の死因を  
確定するには更なる検査が必要である。  

ウイルス感染  BuaNews online  
2008年10月13日  

FDAは8型肝炎コア抗原に対する抗体（抗HBc抗体）が陽  
FDA／C8ER2008年  

5月 業界向けガイ  
ダンス（案）  

B型肝炎  

性となったために供血延期となった供血肴のリエント  
リー・アルゴリズムを提案するガイダンス案を発表した。こ  
れまで、抗HBc抗休が2回以上陽性となった供血者は無  
期限に供血延期とされていたが、本ガイダンスでは2回目  
に陽性となった後、8週間以上経ってからHBs抗原、抗  
HBc抗体および高感度HBVNATによってHBV怒染が否  
定された場合は供血可能となる。   
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感染症（PT）   

B型肝炎  

出典  

Clin lnfect Dis 
2008：47二e52－56  

概要   

‾  
至誠6草i菖方蔵6前官i…靖だ白寿モ萌た1≡旨塾解義衰盲  

抗原陽性となった患者を調査したところ、552名中23名  
（4％）がHBV再活性化で、529名が急性B型肝炎であった。  

再活性化群は急性B型肝炎群に比べ、年齢およぴHBV  

DNA値が有意に高く、ALTおよぴアルブミンピーク値は低  
かった。また再活性化群の4分の1の患者が劇症肝不全と  

なり、死亡した。肝臓関連死亡率は再活性化群の方が有  
意に高かった。  

B型肝炎  1971－2005年の35年間に虎ノ門病院に来院した急性  JMedViro12008：  

80：1880－1884  H8V感染患者153名および慢性HBV感染患者4277名にっ  
いて5年間毎のHBVジェノタイプ／サブジェノタイプを調べ  

た。急性感染患者軌ま35年間中増加u師ナた。慢性感染  
患者は1986－1990年が最大であった。ジェノタイプは急  
性感染患者と慢性感染患者で大きく異なった（A、B、C型：  
28．6％、10．3，i、59．5％vs30？も、12．3！i、84．5％）。最近では外  

国のサブジェノタイプβ2／B8が増加する傾向がある。  

B型肝炎  HBVDNA陽性かつ表面抗原（HBsAg）陰性オカルトHBV  
感染の検出感度を上げるために、HBVDNAとHBsAgを同  
時に濃縮する新規方法を開発した。二価金属存在下で  
poly－LLlysineでコートした磁気ビーズを使用し、ウイルス  

凝集反応を増強させ、ウイルスを濃縮する方法により、  
HBVDNAとH8sAg量は、最高4－7倍に濃縮された。本方  
法により、EIAとHBVNATの感度が上昇し、HBsAgEIAを  
用いてオカルトHBV感染者40名のうち27名を検出すること  
ができた。  

フランスの大学病院の血液透析ユニットでのHCV伝播リ  

スクにおける環境汚染および標準的注意の非遵守の役  
割を評価した。試験期間中にHCV陽性となった2名のうち  
1名は、同ユニットで治療中の慢性感染患者と同じウイル  
ス株に感染していることが系統遺伝学的解析により明ら  
かとなった。環境表面検休740例中82例がヘモグロビンを  
含み、その内6例がHCVRNAを含んでいた。手の衛生に  
関する遵守率は37％、患者ケアの直後に手袋をはずして  
いたのは33？もであった。  

ニューヨーク市のE8StHaHemのクリニックから18歳以上で  
血中HCVPCR陽性の吸引用麻薬常習者38名のJL汁検  
休および吸引に使用したストローを入手し、血液および  
HCVRNAの存在の有無を調べた。1汁検体28例（74％）、  
ストロー3例（8％）から血液が検出され、1汁検体5例  
（13％）、ストE］－2例（5％）でHCVRNAが検出された。HCVウ  

イルスの1腔内伝播のウイルス学的妥当性が示された。  

Vox Sanguinis  
2008：95：174－180  

C型肝炎  Clin Infect Dis 

2008：47：627－633  

C型肝炎  ClinInfe（：t Dis  

2008；47：93卜934  
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概要   

■■一一－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－一一一一－一一一一一一－－一一－－一一－－－－－－－－－－－－－－－‾一－●－一 再生不良性貧血の54歳女性で、初回輸血前検査はHCV  

抗体陰性、HCVコア蛋白陰性であったが、複数回輸血  
後、HCVコア蛋白が陽性化したため、遡及調査を開始し  
た。保管検体の個別NATにより、1検休からHCV－RNAを  
検出した。患者と献血者のHCVCore－El－E2領域の塩基  
配列が一致した。日本で20ブールNAT導入後、初めて確  
認された輸血によるHCV感染症例である。  

出典   

第70回日本血液  
学会総会 2008年  
10月10－12日  

感染症（PT）   

C型肝炎  

スペインでブタに曝蔑しているヒト101名と曝露していない  

ヒト97名におけるHEV感染の有無を調べた。抗HEVIgG保  
有率は曝露群では18．的、非曝轟群では4‖もであった。ブ  
タに接するヒトの抗HEVIgG保有リスクは54倍（P＝0．03）で  
あった。HEV感染は養豚作業員の職業病として扱うべき  
である。  

E型肝炎  AmJTropMed  
Hyg2008：78．  

1012－1015  

80784に同じ  Transfusion2008：  

48．1520」521  

細菌感染  

細菌感染  Am J lnfect Control 

2008．36：602  

Vox Sangul川S  

2008．95（Suppl．1），  
2A－SOl－02   

Vox S∂ngui川S  

2008：94二315－323  

80784に同じ  感染  

80784に同じ   感染  

ブルセラ症  Clin lnfect Dis 

2008．46：e13卜136  

CDC2008年7月8日  
サルモネラ  

バベシア症  AmerlCan Society  
for Microblology 
lO8th General  
Meet＝g2008年6  

月卜5日、80StOn  
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感染症（PT）   

アメリカ・トリパ  
ノソーマ症  

アメリカ・トリパ  
ノソーマ症  

原虫感染  

出典  

Vox Sanguinis  

2008：95（Suppt．り：  

39   

Transfusion2008：  

48：1862－1868  

EmergInfectDis  
2008：14：1013一  
1018   

EmergInfectDis  

2008：14：1434－  

1436   

EmergInfectDis  

2008：14：1019－  

1023  

HongKongMedJ  

2008；14：170－177  

Rev Panam Salud  

Publica2006：19：  

112－117  

ABC Newsletter  

No．38 2008年10月  

17日  

ProMED－  

mai120080709．2092  

Transfusjon2008；  

48：1036－1037  

EmergInfectDis  

2008：14：808－810  

ProMED－  

mai120080720．2201  

Ann Neuro12008：  
63：697－708  

概要   

80784に同じ  

80784に同じ  

80784に同じ  

マラリア  80784に同じ  

リケッチア症  80784に同じ  

デング熱  80784に同じ  

ウエストナイル ウイルス  
80784に同じ  

ウエストナイル  
ウイルス  

コンゴ・クリミア  

出血熱  

パルボウイル  

ス  

ハンタウイルス  

80784に同じ  

80784に同じ  

80784に同じ  

80784に同じ  

ウイルス感染  80784に同じ  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

80784に同じ   
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出典   

2008年プリオン研  

究会 2008年8月  

29－30日  

JNeuroJNeurosurg  
PsychlatⅣ2008：  
79：229－231  

感染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

クロイツフェル  

ト・ヤコブ病  

80784に同じ  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

異型クロイツ  

フェルト・ヤコ  

ブ病  

PしoS ONE2008：3 

EmergInfectDis  
2008：14．1406－  

1412  

Blood．Prepublished  
ontlne2008年7月22  

日   

2008年プリオン研  

究会 2008年8月  

29－30日 ポスター  
111 

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

HIV  

2008年プリオン研  

究会 2008年8月  

29－30日 ポスター  

18  
PLoS ONE2008：3・  
e3017  

80784に同じ   

No262008年7月4  

ABC Nevvsletter  日  

インフルエンザ  
2008：95（Supp11〉・  Vox Sangulnis  40  

鳥インフルエン  

ザ  

ウイルス感染  

ProMED－ mai120080825．2648  

PLoS Pathogens  

2008．4：elOOOO47  

ウイルス感染  BuaNews online  
2008年10月13日  
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感染症（PT）   

B型肝炎  

出典   

FDA／CBER2008年  

5月 業界向けガイ  

ダンス（案）   

ClinZnfectDis  

2008：47：e52－56  

概要  

80784に同じ  

B型肝炎  80784に同じ  

B型肝炎  80784に同じ  JMedViro12008：  

80：1880－1884  

Vox Sanguinis  

2008；95：174－180  

CljnInfectDjs  

2008；47：627－633  

C‖∩Infect Djs  

2008：47：931－934  

B型肝炎  80784に同じ  

C型肝炎  80784に同じ  

C型肝炎  80784に同じ  

C聖肝炎  

第70回日本血液  
学会総会 2008年  
10月10－12日   

AmJTropMed  
Hyg2008：78：  
1012－1015   

Transfusion2008：  
48：1520－1521  

80784に同じ  

E型肝炎  80784に同じ  

細菌感染  
80784に同じ  

細菌感染  
80784に同じ  

ArTIJ）nfectContro1  
2008；36：602  

Vox Sanguinis  
2008：95（Suppl．1）．  

2A－SOトー02   

Vox Sang山nis  

2008；94：315－323  

ClinInfectDis  
2008：46二e13ト136  

感奮‾‾‾‾‾‾…‾‾  
80784に同じ  

感染  
80784に同じ  

ブルセラ症  
80784に同じ   
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出典  

CDC2008年7月8日  

感染症（PT）   

サルモネラ  

バベシア症  Amer】Can Society  
for Mlcrobiology 
108th General  
Meeting2008年6  

月卜5日、Boston  

Vox Sangulnis  
2008：95（SuppJl）こ  

39  

Transfusion2008こ  

48：1862－1868  

80784に同じ  アメリカ・トリパ  
ノソーマ症  

アメリカ亘リバ  
ノソーマ症  

原虫感染  

80784に同じ  

2008：14・1013－  EmerglnfectDis  1018  
マラリア  

2008：14：1434－  EmergInfectDis  1436  
リケッチア症  

2008：14．1019－  EmergInfectDis  1023  
デング熱  HongKongMedJ  

2008二14・170－177  

ウエストナイル  

ウイルス  

ウエストナイル  

ウイルス  

コンゴ・ケノミア  

出血熱  

パルボウイル  
ス  

Rev Panam Sa山d  

Publica2006：19：  

112－117  

ABC NewsIetter  

No．38 2008年10月  

17日  

ProMED－  
mai120080709．2092  

80784に同じ   

Transfusion2008．  

48：1036－1037  
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感染症（PT）   

ハンタウイルス  

出典  

EmergInfectDis  
2008：14：808－810  

ProMED－  
mai120080720．2201  

Ann Neuro12008：  
63：697－708  

2008年プリオン研  

究会 2008年8月  
29－30日   

JNeuroINeurosurg  
Psychi8tけ2008：  

79：229－231  

PLoS ONE2008：3：  

e2878  

概要  

80784に同じ  

80784に同じ  ウイルス感染  

80784に同じ  異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

クロイツフェル  

ト・ヤコブ病  

80784に同じ  

80784に同じ  

80784に同じ  異型クロイツ  

フェルトヤコ  

ブ病   

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

80784に同じ  ErTlerglnfectDis  
2008；14：1406一  

1412   

BJood，Prepublished  
online2008年7月22  

日   

2008年プリオン研  

究会 2008年8月  
29－30日 ポスター  

11  
2008年プリオン研  

究会 2008年8月  

29－30日 ポスター  

18  
PLoS ONE2008：3：  

e3017  

ABC Newsletter  

No．262008年7月4  

日   

Vox Sanguinis  
2008：95（Suppl．1）：  

40  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

異型クロイツ  

フェルトヤコ  

ブ病   

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病   

HIV  

80784に同じ  

80784に同じ  

80784に同じ  

80784に同じ  

80784に同じ  

80784に同じ   インフル工ンザ  
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感染症（PT）   

蔦才シテル吉シ  
ザ  

ウイルス感染  

ProMED－  

mai120080825 2648 

PLoS Pathogens  
2008：4．elOOOO47  

ウイルス感染  BuaNews online  
2008年10月13日  

FDA／CBER2008年  

5月 業界向けガイ  

ダンス（案）   

Clin lnfect Dis 
2008：47：e52一－56  

JMedViro12008：  
80・1880－1884  

80784に同じ  B型肝炎  

80784に同じ  B型肝炎  

80784に同じ  B型肝炎  

80784に同じ  B型肝炎  Vox Sanguinis  
2008ニ95・174－180  

C聖肝炎  Clin lnfect Dis 

2008：47：627－633  

C型肝炎  ClinInfectDis  
2008：47・93卜934  

第70回日本血液  
学会総会 2008年  

10月10－12日   

AmJTropMed  
Hyg2008．78．  

1012－1015  

Transfus10∩2008：  

48こ1520－1521  

C型肝炎  

80784に同じ  E型肝炎  

80784に同じ  細菌感染  

80784に同じ   細菌感染  AmJInfect Contro1  

2008．36：602  
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概要   

80784に同じ  
‾…‾…‾‾‾  

感染症（PT）  感官  

出典   

Vox Sanguinis  
2008；95（S岬Pl．り．  
2A－SOト02   

Vox Sanguinis  
2008：94：315－323  

Clin Infect Dis 

2008ニ46：e131－136  

CDC2008年丁月8日  

80784に同じ  感染  

80784に同じ  
ブルセラ症  

80784に同じ  サルモネラ  

80784に同じ  バベシア症  Anlerl¢an Society  

forl州crobiology  
lO8th GeneraI  
Meet】ng2008年6  

月1－5日、80StOn  

80784に同じ  アメリカ・トリパ  
ノソーマ症  

アメリカ・トリパ  
ノソーマ症  

原虫感染  

Vox Sanguinis  

2008；95（Suppl．1）：  

39  

Transfusion2008：  

48：1862－1868  

EmergtnfectDis  

2008：14二1013－  

1018   

EmergInfectDis  

2008：14：1434－  

1436   

EmergInfectDis  

2008；14：1019－  

1023   

HongKongMedJ  
2008：14：170－177  

Rev Panam Sahjd  
Publica2006：19：  

＝2－117  

80784に同じ  

【三：  

80784に同じ  

80784に同じ  マラリア  

80784に同じ  リケッチア症  

80784に同じ  
‾…●‾  

芋ジグ紺  

80784に同じ   ウエストナイル  
ウイルス  
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概要  

80784に同じ  

出典  

ABC NewsIetter  
No．38 2008年10月  
17日  

慾染症（PT）   

ウエストナイル  

ウイルス  

コンゴ・クリミア  

出血熱  

／くルポウィル  

ス  

ハンタウイルス  

ProMED－  

mai120080709．2092  

Transfusion2008：  

48．1036▼1037  

EmergInfectDIS  
2008：14：808－810  

ウイルス感染  ProMEロー  

mai暮20080720，2201  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

クロイツフェル  

ト・ヤコブ病  

Ann Neurot2008：  

63：697－708  

2008年プリオン研  

究会 2008年8月  
29－30日  
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